
校長室へようこそ ②   （令和９年度全国高校総体高校生活動推進委員会
．．．．．．．

に参加） 

来年度、神奈川県に全国高校総体（インターハイ）がやってきます。※ 
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さん（いずれも１年）の３名が、同大会を盛り上げ

る「神奈川県高校生活動推進委員」の活動に参加しています。日ごろの活動や意気込みについて、

報告してくれた内容をお伝えします。 

※ 令和９年度全国高等学校総合体育大会 

神奈川県を幹事県とする南関東ブロック(神奈川県、千葉県、東京都、山梨県)で開催されます。 

南関東ブロックでの開催は、平成 26年度以来 13年ぶり、幹事県では総合開会式が実施され、

神奈川県での総合開会式は、昭和 56年度以来 46年ぶりの開催となります。 

<詳細はこちら> 

➡「全国高等学校総合体育大会に関すること」https://www.pref.kanagawa.jp/docs/cy3/soutai.html 

 

 

 

＜「神奈川県高校生活動推進委員
．．．．．．

」としてどのような

活動を行っているのですか。＞ 

● 活動推進委員として、県内から多くの高校生が

集まっています。来年度の全国高校総体（インタ

ーハイ）に集まる選手の皆さんの支えになるため

の活動を行っています。 

   また、選手の支援に加え、地域の皆さんやスポ

ーツに関わる高校生、中学生の皆さんに対し、 

大会の広報活動も行います。 

 
【神奈川県高校生活動推進委員の主な活動】 

 〇 広報活動の実施(PR グッズの作成、PR 活動、イベント

開催、県内イベントへの参加等) 

 〇 おもてなし活動の実施(記念品の作成、各競技会場で

の記念品の配布等） 

 〇 総合開会式における選手団激励の企画・出演等 

 参考：「神奈川県にインターハイがやってくる！」（神奈川県） 

＜県内等でのインターハイ開催は来年度（9 年度）で

すが、今年度、特に目立った取組はありますか。＞ 

● 滋賀県で開催される近畿総体（８月）の総合開

会式に視察に行きます。 

また、来年度のインターハイを広くアピールす

ることを目的とした「南関東大会300日前イベント」

（11 月川崎市で開催）に向けて、メインステージや

ブース企画について検討・協議を進めています。

また、神奈川県知事にも挨拶し、2027 インター

ハイ神奈川県のマスコットキャラクターの発表や

推進委員の活動内容を伝える予定もあります。 

 

＜活動推進委員に参加したきっけけは何ですか。＞ 

●（佐藤さん） ホームルーム担任の先生から募集

について聞き、他校の皆さんとのコミュニケーシ

ョンを図りたいという希望があり参加しました。 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/cy3/soutai.html


●（常陸さん） 私自身、とてもスポーツが好きなの

ですが、インターハイに関わろうと思っても、なか

なか関われるものじゃないと思っていた中で、こ

の推進委員の募集があることを知り、この機会

逃したらもったいないなと思って参加しました。 

●（箕輪さん） 私も、担任の先生の案内と、同じ綾

高の仲間や他校の皆さんと関わりたいと思い参

加しました。 

 

＜最後に、今後の活動に向けて意気込みや綾高生

へのメッセージを聞かせてください。＞ 

●（佐藤さん） 来年のインターハイを盛り上げたい

ので、是非、南関東総体（インターハイ）を見に

来てほしいです。 

●（常陸さん） 今後、県内で開催される「300 日

前イベント」など、推進委員だけではできないこ

とがたくさんあります。多くの皆さんの参加が必

要になってきますので、どうぞ、ご協力お願いしま

す。 

●（箕輪さん） 来年のインターハイを精一杯盛り

上げたいと思っていますので、いろいろなイベント

にも、どうぞ参加してくださるようお願いします。 

担任の先生にインタビューしました。 

 

＜3人は、普段どんな生徒さんですか。＞ 

● 3 人とも運動部に所属していて、日ごろから一

生懸命取り組んでいる生徒です。 

 

＜他の大勢の綾高生に向けてメッセージをお願い

します。＞ 

● 高校時代に神奈川県でインターハイが開催さ

れることは、とても貴重な経験です。そこに少しで

も携わったり見に行ったりすることができたら、将

来いろんな人に自慢できる誇りになり得ることだ

と思います。日ごろの部活動に励むとともに、他

人事だと思わずに、是非、貴重な経験を逃さない

ようにしてほしいなと思っています。 

 

 

○ ありがとうございました 

 

 

 

 

 

 

左から 松田教諭、佐藤さん、常陸さん、箕輪さん 


